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ぼ半数なのに対し、20 歳以上の障がい者では 18.2％、7 歳以上 20 歳未満の障がい児では













































































































































第 2章  障がい者のスポーツ活動を阻む身体的要因 
 



































表 2-1 SOTの視覚条件と起立台条件 
    
   視覚情報  前景板  起立台  
条件１  開眼 固定  固定  
条件２  閉眼 固定  固定  
条件３  誤認識 追従  固定  
条件４  開眼 固定  追従  
条件５  閉眼 固定  追従  
条件６  誤認識 追従  追従  
    
 
EQは、SOTの各条件(1回 20秒間の施行中)における被験者の身体動揺を基準にした姿勢



















せにより、MCTの起立台条件は 6条件であった(表 2-2)。 
 
表 2-2  MCTの起立台条件 
   
   移動方向  移動幅 
条件１  後進 小域 
条件２  後進 中域 
条件３  後進 最大域 
条件４  前進 小域 
条件５  前進 中域 
条件６  前進 最大域 




MCT の各条件の測定順序はランダムに行い、1 つの水平移動外乱については各 3 回自動
的に繰り返す設定とした。MCT の測定項目のうち潜時（Latency）[msec]と応答振幅
















































































































































































































































































































































































































































































































































































**: p < 0.01 
 





MCT では閉眼における起立台の前後方向への水平移動の 2 条件と、起立台上においた突
起シートの有無の 2条件とし、起立台水平移動外乱における応答潜時（Latency）と応答振









































研究 14)では、Shotgun-ballを足底に、10、15、20 mmという 3種の間隔で敷き詰めた場合
と、何も敷かない場合の重心動揺を開眼と閉眼で比較し、ballの間隔が狭いほど開眼と閉




これら報告によると晴眼群に対する 10 mm 間隔の Shotgun-ball では足底感覚情報はバラ
ンス戦略に有効に作用するはずであるが、今回使用したシートでは有効には作用しなかっ
た。 
























































































































Table 2-6: Physical attributes and participant characteristics of the two groups: 
wheelchair rugby players with cervical spinal cord injuries (CSCIs) and wheelchair 
basketball players with thoracolumbar spinal cord injuries (TSCIs). 
 
(2) プロトコル 




















ィカメラに関する撮影は TISEM(Thermographic Imaging in Sports and Exercise 







装着直後から 1 秒毎に連続的に記録を開始した。競技用車いす上で 30 分間の安静座位か
らすべての練習と運動後の体表温度の測定が終了するまで計測し、心拍数(HR)[回/分]を
算出した。安静時のうち安定した 1 分間の HR を安静時 HR 値、運動中の最も高い HR を最




























と下肢におけるその後の単純主効果では、上下肢ともに運動前では有意に CSCI より TSCI
の方が高温だったが(upper limbs：ES=0.50，p＝0.024，lower limbs：ES=0.71，p<0.001)、





















































































































































































































































































































の状態を比較した。撮影は約 5m の竿上にカメラを 5 台等間隔に配置し移動しながら順次
撮影し、カメラの画角や画像の重なり、撮影面での解像度などを予め計画し記録した。画

































ると、WB よりも WR の方が有意に長く多かった（p=0.007）。清掃後は競技間に差はなかっ










WB                                      WR 































表 3-1 車いすバスケットボール模擬転倒試験概要   
回数 床の損傷 衝突部位 損傷番号 深さピーク(mm) 
1回目 ○ ハンドリム B-1-A 0.2 
2回目 ○ ハンドリム B-2-A N/A 
3回目 ×    
4回目 ×    
5回目 ×    
 6回目※1 ○ アーム B-6-A,B,C 0.17, 0.17, 0.07 




表 3-2 ウィルチェアーラグビー模擬転倒試験概要 
回数 床の損傷 衝突部位 損傷番号 深さピーク(mm) 
1回目 ○ バンパー R-1-A,B,C,D 0.1, N/A, 0.3, 0.4 
2回目 ○ バンパー R-2-A,B,C,D 0.2, 0.4, 0.5, 0.4 
3回目 ○ バンパー R-3-A,B,C,D 0.1, 0.4, 0.1, 0.1 
 4回目※2 ○ バンパー R-4-A,B 0.3, 0.2 
  5回目※2,3 ○ リアタイヤ R-5-A,B 0.2, 0.2 








損傷詳細画像    B-7-A  
 
差分解析結果（10mmグリッド） B-7-A  
 











































図 3-3  WR模擬転倒試験結果(4回目・R-4-B：バンパーと床との衝突による損傷) 
 






ハンドリム                     ハブ                      アーム 







ローポインター(持ち点の低い選手)が使用する。ハンドリムはゴム               
コーティングされ、スポークガードがついているためハブは見えない。 
     
攻撃型車いすのウイング              守備型車いすのバンパー 




表 3-3  指定範囲内のタイヤ痕の数と長さの比較 
    タイヤ痕の数 
合計 総延長(cm)  
    0～10cm 10cm～  
清掃前 
WB 47 18 65 577 
WR 46 47 93 1,493 
清掃後 
WB 7 4 11 64 
WR 24 2 26 124 
 
 
表 3-4  指定範囲内のタイヤ痕量の競技間比較 
  χ2値 p値 
清掃前 7.33  0.007  
清掃後 0.76 0.383  














































































































































転倒回数については今回に限っては圧倒的に WB が多く、WR の転倒はなかった。前述し
た通り WR はタックルのある競技のため車いす同士の接触が多いものの車いすと身体をあ













てタイヤ痕を水拭きで拭き取る清掃作業を行っているが、その結果、WB と WR に差はなか









































































ちらが適切かの 4 つの設問を構成した(表 4-2)。なお、設問「あなたは定期的にスポーツ
をしていますか？」の回答については「週 3回以上」と「週 1回以上」と回答したものを









(1) 回答結果  
回答状況としては、調査期間は 2011年 2月 25日～2月 28日の 4日間であり、総回答数
は 439、絞り込み条件はなしで、集計対象回答数は 439 であった。また、回答者に障害が


















表 4-2 対象者の特徴と設問の回答  
48 
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